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町
長 

就
任
の
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら
力

強
い
ご
支
援
と
、
温
か
い
ご
厚
情
を
賜
り
引
き
続
き
町
政
の

重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
信
頼
と
期
待

に
こ
た
え
る
べ
く
「
人
と
自
然
が
輝
く
高
原
の
ま
ち
」、「
小

さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
輝
く
ま
ち
」
の
創
造
に
向
け
、
住
民
の

皆
様
と
共
に
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

神
石
高
原
町
長�

牧�
�

野��

雄�
�

光�
�初登庁（職員代表から花束を受け取る牧野町長）

新
町
議
会
議
員
を
紹
介
し
ま
す

　
（
議
長
・
副
議
長
以
外
は
議
席
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
※
敬
称
略

藤ふ
じ

田た　

晃こ
う

己き

片か
た

山や
ま

元げ
ん

八は
ち

郎ろ
う

瀬せ

尾お　

征せ
い

爾じ

小こ

林ば
や
し　

　

貢み
つ
ぐ

村む
ら

上か
み　

克か
つ

朗ろ
う

佐さ

伯え
き　

卓た
く

師し

丸ま
る

山や
ま　

達た
つ

夫お

木き

野の

山や
ま

孝た
か

志し

横よ
こ

尾お　

正ま
さ

文ふ
み

橋は
し

本も
と　

輝て
る

久ひ
さ

寄よ
り

定さ
だ　

秀ひ
で

幸ゆ
き

小お

川が
わ　

清せ
い

治じ

岡お
か

﨑ざ
き　

　

奠さ
だ
む

議　

長
松ま

つ

本も
と　

彰あ
き

夫お

副
議
長

町
長
・
町
議
会
議
員
と
も
に
、
任
期
は
平
成
20
年
12
月
５
日
か
ら
平
成
24
年
12
月
４
日
ま
で
で
す
。
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　60歳の還暦を過ぎ，古希を迎える年齢に近づいてきた。
次第に物忘れが多くなる老いを意識し，目の前のものに新
鮮なモノを見つけ，感動に繋がる暮らしが出来ればと思っ
てきた。自分が自由に使える時間がある今の暮らしの中で，
図書館の存在は大きい。
　今春，私の中学時代の教科書にも載っていた井伏鱒二の
「山椒魚」を五十数年ぶりに読んだ。きっかけは図書館で
借りた藤本義一著「人生の賞味期限」の中に，20歳半ば
で文壇に登場するきっかけとなった井伏鱒二の代表作「山
椒魚」の素晴らしさについて書かれた一節を目にしたこと
である。
　まる２年間岩穴に閉じこもり暮らすうちに体が発育し頭
がつかえて岩穴から外に出られなくなった「山椒魚」の悲
喜劇である。
　それまで私は，岩穴から出られなくなった山椒魚のこと
を思い出すことは無かった。僅か16ページの短編を借り，
繰り返し何度も読んだ。
　同じ内容の山椒魚を繰り返し読むたびに，新鮮なものを
覚えた。これまで気づかず通り過ぎていた作品の奥の深さ
から，現代の社会にも通じる問題の問いかけが感じられ感
動があった。
　お盆に帰った９歳の孫に，一緒に入った風呂の中で山椒
魚の話しをしてやった。
「困った山椒魚はどうしたと思う？」孫は黙って真顔で聞

「教養のまち－神石高原町」

◎エッセイの部 孫
まご

と話
はな

した「山
さん

椒
しょう

魚
うお

」のこと 藤　井　優　晴

いていたが「アノナ爺ちゃん父ちゃんや母ちゃんはどう
なったの？」どうしてお父さんや，お母さんが迎えに来な
かったか聞きたかったようだ。
　「父さんや母さんはそこには居なかったようだ」黙って
聞いていた。私は父や母のことは何とも思っていなかった
が，子どもにとっては大切な視点であった。
　山椒魚は，穴に紛れ込んだ蛙を閉じこめ外に出られなく
したこと，蛙が力つきようとした時，山椒魚は情をこめた
声掛けをしたことなどの話を最後まで黙って聞いていた。
　孫との会話から，本は読む人の年齢や環境，過ごしてき
た深い人生経験の差によって受け止め方に違いが有ること
を改めて思い知った。
　小さいときに読んだ本，青年期に読んだ本を読み返して
みると，それぞれに受け止め方の違いが感じられる。それ
は読む人の成長の物指しでもあろうか。
　孫がこの話しを本当に理解できるのは，何時のことだろ
うか。
　成長し，この本に向き合った時「爺ちゃんが話してくれ
たあの話だ！」と感動し読む日があれば何よりである。
　人間は自然やすべての人の光を受け「生かされている」
こと。支えあう地域づくりにとって，「人々の苦しみや悲
しみが理解できる人づくり」が教養のあるまちづくりの原
点と思った。ひと夏が終わった。

◎標語の部 奏
かな

でよう　本
ほん

と笑
え

顔
がお

の　ハーモニー 宮　本　勝　之

《エッセイの部》 （五十音順） 《標語の部》 （五十音順）

◆最優秀賞 藤　井　優　晴（神石高原町）
◆優 秀 賞 伊　草　佐智子（神石高原町）
 今　川　文　江（神石高原町）
 大　下　由美子（広島市）
 吉　川　五百枝（東広島市）
 舛　迫　明　美（広島市）

◆最優秀賞 宮　本　勝　之（尾道市）
◆優 秀 賞 甲　斐　斐　夫（府中市）
 神　原　智恵子（神石高原町）
 迫　畑　吉　美（広島市）
 田　辺　裕　之（神石小学校６年）
 舛　迫　明　美（広島市）

「読書エッセイ・読書に関する標語」
入賞者決定!!

　読書推進活動計画の一環として，読書の楽しさや大切さを広げるために募集した「読
書エッセイ・読書に関する標語」の入賞者が決まりました。エッセイの部には 17点，
標語の部では 112 点の応募があり，それぞれの部で最優秀賞１点，優秀賞５点が選
ばれ，11月 16 日開催の図書館祭りで町長から賞状と記念品が贈られました。
　入賞者は次の皆さんです。

　読書推進活動計画の一環として，読書の楽しさや大切さを広げるために募集した「読
書エッセイ・読書に関する標語」の入賞者が決まりました。エッセイの部には 17点，
標語の部では 112 点の応募があり，それぞれの部で最優秀賞１点，優秀賞５点が選
ばれ，11月 16 日開催の図書館祭りで町長から賞状と記念品が贈られました。
　入賞者は次の皆さんです。

最優秀賞に輝いた作品をご紹介します。
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企画課から公共交通のお知らせ

「神石高原町立病院」開院に向けて
改修工事が始まります

　平成21年４月の神石高原町立病院のオープンに向けて，県立神石三和病院の１階部分を中心に
改修工事を，来年の２月から計画しています。
　町民の皆様には，工事期間中ご迷惑をお掛けしますが，ご理解とご協力をお願いいたします。

【休憩コーナー】
喫煙コーナーを撤去し，休憩
コーナーを設けます。
広さは，６畳程度で診療など
の合間に横になったり，お茶
など飲んだりして，患者様同
士で懇談していただけます。

【トイレ】
中央待合ホール・西側の
障害者用トイレを全面改修
します。洋式トイレへの変
更，手洗いのカランの交換
や床や壁の塗り替えを行い
ます。

【患者様相談室】
患者様やご家族の皆様
が，入院や退院後のこ
となど何でも気軽に相
談できる専任の相談員
を配置します。

【廊下】
天井の取り換えや
壁の塗り替えを行
います。照明も取
り換え，明るくし
ます。

路線バスを利用してください
　皆さんは，最近，路線バスを利用しています
か。路線バスは，自治体等からの補助金と利用
者の負担で運行されています。しかし，自治体
の厳しい財政状況と利用者の激減により廃止路
線が増えています。町内でも数年前まで21系
統の路線バスが運行されていましたが，現在は
18系統，今後，15系統まで減便予定です。
　路線バスは，高齢者・児童・生徒など多くの
人にとって大切な交通手段です。路線バスを利
用してみんなで公共交通を守りましょう。

年末年始のおでかけタクシーの
運休について
　12月 30日（火）から
１月４日（日）までの６日
間はおでかけタクシーを
運休します。予約は，年末
は 12 月 28 日（日）ま
で，年始の受付は１月２日
（金）からとなりますので
お間違えのないようご利
用ください。

※イメージ図

神石高原町立病院で働いてくださる看護補助者を募集しています。（20名程度）
お問い合わせ先：寺岡記念病院　☎0847-52-3140

神石高原町立病院の職員募集
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11
月
13
日
、
新
見
木
材
共
販
所
で
「
第

３
回
優
良
丸
太
共
進
会
」
が
神
石
林
業
振

興
会
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
町
内
よ
り
18

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
樹
齢
30
年
生
以
下

を
基
準
と
し
て
、
年
輪
幅
の
揃
い
・
色
艶
・

保
育
（
枝
打
ち
や
間
伐
を
適
切
に
行
っ
て

い
る
）
な
ど
に
つ
い
て
、
事
前
に
審
査
を

行
い
、
当
日
の
セ
リ
価
格
を
合
わ
せ
て
順

位
を
決
定
し
ま
し
た
。
審
査
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

11
月
19
日
に
、
第
２
回
じ
ん
せ
き
こ
う
げ
ん
中
学
生
英
語
暗
唱
・
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
が
、
さ
ん
わ
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１
年
生
は
、

教
科
書
「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
こ
う
」
の
暗
唱
を
行
い
、
２
・
３
年
生
は
、
自
分

で
作
文
し
た
テ
ー
マ
で
ス
ピ
ー
チ
を

行
い
ま
し
た
。
発
表
し
た
生
徒

達
は
、
手
振
り
な
ど
を
ま
じ
え

一
生
懸
命
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第
３
回
優
良
丸
太
共
進
会

表
現
豊
か
に
！
中
学
生
英
語
暗
唱
・
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

○
１
年
生
の
部 

・
最
優
秀
賞　

福
田　
　

駿
（
神
石
中
学
校
）

 

・
優
秀
賞　

内
藤　

哲
也
（
豊
松
中
学
校
）

○
２
年
生
の
部 

・
最
優
秀
賞　

山
口
由
希
子
（
神
石
中
学
校
）

 

・
優
秀
賞　

新
内
す
ず
み
（
豊
松
中
学
校
）

○
３
年
生
の
部 

・
最
優
秀
賞　

田
島　

椎
菜
（
神
石
中
学
校
）

 

・
優
秀
賞　

新
内
こ
の
み
（
豊
松
中
学
校
）

秋の叙勲を受章

城山　一士さん
　城山一士さん（牧）が旭日双光章を受
章されました。城山さんは昭和51年か
ら農業委員を21年９月にわたって歴任
され，神石高原町初代の農業委員会会
長として農業の振興にご尽力いただきま
した。また，町議会議員を４期歴任され、
議会議長としてもご活躍されました。地
方自治の発展に尽くされた功績が顕著で
あると認められ受章となりました。

逸見　博志さん
　逸見博志さん（いちば）が旭日双
光章を受章されました。逸見さんは
昭和 55年旧油木町議会議員に当
選以来７期24年の永きにわたり在
職し，旧油木町議会副議長や産業建
設常任委員会委員長等を歴任し，地
方自治の発展に尽力された功績が顕
著であると認められ受章となりまし
た。

山崎　雄司さん
　山崎雄司さん（有木）が瑞宝単光
章を受章されました。山崎さんは永
年にわたり消防団活動により国民の
生命，身体及び財産を，火災をはじ
めとする各種の災害から防護し消防
力の強化・拡充に尽力され，その功
績が特に顕著であると認められたた
め今回の受章となりました。

神
石
高
原
町
長
賞　

山
口
重
太
郎
さ
ん
（
古
川
）

神
石
郡
森
林
組
合
長
賞　

秋
山　

朝
夫
さ
ん
（
相
渡
）

神
石
林
業
振
興
会
長
賞　

田
邊　

秀
雄
さ
ん
（
相
渡
）

平成20年秋の叙勲が11月３日（文化の日）に発令され，３名の
方が受章されました。
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と
よ
ま
つ
紙
ヒ
コ
ー
キ・タ
ワ
ー

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
０
８

　

平
成
20
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と
半
月
と
な
り
ま

し
た
ね
。
年
賀
状
の
準
備
、
年
末
の
大
掃
除
と
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
気
が
焦

る
ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
、
12
月
か
ら
２
月
ま
で
は
休
館
中
の
と
よ
ま

つ
紙
ヒ
コ
ー
キ・タ
ワ
ー
で
す
が
、今
年
も
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
て
ツ
リ
ー
を
形
づ
く
り
、
冬
の
夜
景
を
彩
り
ま

す
。
12
月
19
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で
、
６
０
０
個
の

電
球
の
光
が
米よ
な

見み

山や
ま

山
頂
を
包
み
ま
す
。

　

師
走
の
忙
し
い
手
を
ち
ょ
っ
と
休
め
て
、
タ
ワ
ー
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
見
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
お

出
か
け
の
際
に
は
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
暖
か

い
格
好
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

問
：
キ
ャ
ス
テ
ム
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
管
理
者
）

 

☎
０
８
４
‐
９
６
１
‐
０
６
６
９

羊が新しく仲間入り
　広島市安佐動物公園から動物研究の教材として
羊が２頭（雄１頭・雌１頭）寄贈されました。
　地域の畦草刈りや保育所との交流プログラムな
どで活用していきたいと考えています。天神原牛
舎で飼育していますので，ぜひ見に来てください。

仲間入りした羊たち

秋晴れのマラソン大会
　秋晴れの紅葉の下，11 月 14 日，校
内マラソン大会が行われました。男子は
門田原から寿楽荘，公会堂，矢田貝建設
を経て折り返し 10キロのコース，女子
は５キロのコースを走りました。
　持久走は日頃の運動量が大きく影響し
ます。上位入賞者はいずれも運動部の生
徒が占めました。優勝は男女ともに陸上
部員で，男子は普通科１年武島大樹くん
（40 分 41 秒），女子は普通科３年木野
山笑子さん（25分 37秒）でした。

マラソン大会の様子

読書でもマラソン！
　本校では年に４回読書マラソンを行っていま
す。読書マラソンとは，読書記録をつけながら
継続的に本を読むことです。今年度第３回の読
書マラソンが９月 12 日にスタートしました。
期間は２カ月で，目標は 2000 ページです。
　スタート時には９人いたランナーも，途中息
切れし，11 月 11 日にゴールできたのは２人
だけでした。5000 ページを超えた赤木さんに
は賞品として図書カードが贈られました。

第１位　赤木江里花さん（普通科３年）
 5149 ページ　17 冊
第２位　橋本　忠之先生（物　　　理）
 5018 ページ　20 冊
第３位　佐々木杏奈さん（普通科２年）
 1771 ページ　 7冊
第４位　福場　祥貴くん（普通科２年）
 1269 ページ　 6冊
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15 月 園庭開放 10：00～ 11：00
 （油木保育所TEL：82-0906）

16 火 育児学級なかよしランド 10：00～ 11：30
 （保健福祉センター）

園庭開放 10：00～ 11：00
 （いずみ保育所TEL：87-0099）

17 水

18 木 ミニおひさま広場たかふた 10：30～ 14：00
 （さんわ総合センター）

おひさま広場幼稚園訪問 10：00～ 11：00
 （どんぐり幼稚園）

犬・猫引取り日 （油木・神石地区）

19 金 園庭開放 10：00～ 11：00
 （とよまつ保育所TEL：84-2132）

20 土 年末特別火災予防運動 ～ 12月 31日まで

21 日

22 月

23 火

24 水

25 木

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火

31 水 安田カウントダウン花火
 （安田ファミリーの会TEL：82-2554）

1 木 初日を拝む会
 （仙養ヶ原ふれあいの里TEL：82-2823）

2 金

3 土

4 日

5 月 犬・猫引取り日 （油木・豊松・三和地区）

6 火

12月/1月

�85-2711

�87-0199

�84-2022

�82-0005

小　畠

福　永

下豊松

油　木

県立神石三和病院

鈴木クリニック

三　原　医　院

吉實クリニック

月 9時～13時 13時～17時日 曜日

県立神石
三和病院

日月 曜日 9時～13時 13時～17時

県立神石
三和病院

お ひ さ ま 広 場（１０：００～１５：００）
火
水
木

金

土

シルトピアカレッジ

シルトピアカレッジ

小畠交流会館

豊松老人福祉センター

神石老人福祉センター

シルトピアカレッジ

※詳しくは地域子育て支援センター（�82-2002）へ

12月 1 月 1 月

20
19

17
16

12月

26
25
24

10

9
8
7
6

17
16

14
13

24

23
22
21
20

31

29
28
27

１２

１

３
４
１１
１２
１８
２５

土
日
日
月
日
日

１ 三 原 医 院
県立神石三和病院
吉實クリニック
鈴木クリニック
三 原 医 院
県立神石三和病院

２１
２３
２８
３１
１
２

日
火
日
水
木
金

吉實クリニック
鈴木クリニック
三 原 医 院
県立神石三和病院
鈴木クリニック
吉實クリニック

１２月・１月の休日当番医

7 水 行政相談所開設９：30～ 11：30
 （油木コミュニティセンター）

8 木

9 金

10 土

11 日

12 月

13 火 育児学級なかよしランド 10：00～ 11：30
 （油木山村開発センター）

14 水 園庭開放 10：00～ 11：00
 （くるみ保育所TEL：85-3329）

15 木 ミニおひさま広場くるみ 10：30～ 14：00
 （くるみふれあいプラザ）

犬・猫引取り日 （油木・神石地区）

16 金 園庭開放 10：00～ 11：00
 （とよまつ保育所TEL：84-2132）

17 土

18 日

19 月 園庭開放 10：00～ 11：00
 （油木保育所TEL：82-0906）

20 火 園庭開放 10：00～ 11：00
 （いずみ保育所TEL：87-0099）

21 水

22 木

23 金

24 土

25 日 消防出初式 （三和中学校グラウンド）

26 月

27 火 育児学級なかよしランド 10：00～ 11：30
 （豊松老人福祉センター）

28 水

29 木

30 金

31 土

行事カレンダー

12
月

1
月

平成20（2008）年
平成21（2009）年
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 89-3335福祉課
　

平
成
21
年
４
月
か
ら
の
新
規
入

所
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

●
入
所
で
き
る
児
童

　

両
親
の
共
働
き
、
同
居
の
親
族

の
介
護
な
ど
の
た
め
に
、
家
庭
で

保
育
で
き
な
い
な
ど
の
児
童
が
対

象
で
す
。
ま
た
、
同
居
の
祖
父
母

な
ど
が
保
育
で
き
な
い
状
態
で
あ

る
こ
と
も
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
保
育
料

　

平
成
21
年
度
の
保
育
料
は
、
入

所
児
童
の
父
・
母
及
び
そ
れ
以
外

の
扶
養
義
務
者
（
家
計
の
主
宰
者

に
限
る
）
の
平
成
20
年
中
の
所

得
に
課
税
さ
れ
る
所
得
税
額
と
平

成
20
年
度
の
住
民
税
額
、
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
額
に
よ
っ
て
算
定
し
ま

す
。

●
申
込
書
受
付
期
間

　

平
成
21
年
１
月
５
日
（
月
）
〜

１
月
30
日
（
金
）

　

※ 

年
度
途
中
の
入
所
申
し
込
み
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

● 

申
込
受
付
場
所
及
び

　

お
問
い
合
わ
せ
先

　

各
保
育
所
及
び
福
祉
課
・
各
支

所
町
民
課
福
祉
保
健
係
・
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆ 

保
育
所
入
所
児
童
の
募
集
に
つ
い
て

◎保育所一覧（平成20年度の状況）

名称（電話番号） 定　員 入所可能
年齢

開所時間
休所日 障害児

保育 一時保育
月～金 土

油 木 保 育 所（☎82-0906） 60名

満２歳～ ７：45～ 17：45
保育時間（８：30～ 17：00）

７：45～ 12：30
保育時間（８：30～ 12：00）

日　　曜
祝 祭 日
年末年始

○

○
いずみ保育所（☎87-0099） 45名

×
とよまつ保育所（☎84-2132） 60名
こばたけ保育所（☎85-2718） 60名
くるみ保育所（☎85-3329） 45名 満３歳～

 89-3334住民課
◆ 

平
成
20
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
耐
用
年
数
が
変
わ
り
ま
し
た
！

○ 

改
正
後
の
耐
用
年
数
は
、
過
去
に
ご
申
告
い
た
だ
い
た

償
却
資
産
も
含
め
て
、
毎
年
１
月
１
日
に
お
い
て
所
有

す
る
す
べ
て
の
償
却
資
産
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

○ 
償
却
資
産
の
評
価
は
、
原
則
と
し
て
、
前
年
度
の
評
価

額
を
基
礎
に
耐
用
年
数
に
応
じ
た
減
価
を
考
慮
し
て
行

い
ま
す
の
で
、
平
成
21
年
度
の
評
価
額
計
算
は
、
平
成

20
年
度
の
評
価
額
に
改
正
後
の
耐
用
年
数
に
応
じ
た
減

価
を
考
慮
し
て
計
算
し
ま
す
。
資
産
の
取
得
時
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
再
計
算
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
評
価
額
計
算
の
具
体
例
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
前
提
条
件
〉

①
資
産
区
分
： 

別
表
第
二
「
23　

輸
送
用
機
械
器
具
製
造

業
用
設
備
」
の
９
年

　
　
　
　
　

※ 

改
正
前
は
「
旧
２
７
５　

自
動
車
製
造
設

備
」
の
10
年

② 

平
成
17
年
４
月
に
右
記
設
備
を

　

１
０
，
０
０
０
，
０
０
０
円
で
取
得

　

耐
用
年
数
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
住
民
課
税
務
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

評価額＝取得価額（前年度評価額）×減価残存率※

年　度 取得価額
前年度評価額

減価
残存率 評価額 耐用

年数

減価残存率
前年中取
得の場合

前年前取
得の場合

平成 18年度 ¥10,000,000 0.897 ¥8,970,000 …
…
…

…
…
…

…
…
…平成 19年度 ¥ 8,970,000 0.794 ¥7,122,180

平成 20年度 ¥ 7,122,180 0.794 ¥5,655,010 9 0.887 0.774

平成 21年度 ¥ 5,655,010 0.774 ¥4,376,977 10 0.897 0.794

平成 22年度 ¥ 4,376,977 0.774 ¥3,387,780 …
…
…

…
…
…

…
…
…… … … …

※減価残存率は耐用年数，資産の取得時期によって異なります。

◆ 

国
民
年
金
保
険
料
を
本
年
中
に
納
め
た
方
へ

　

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
の
控
除
証
明
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
、11
月
（
本

年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
納
付
し
た
方
）
ま
た
は
来
年
２
月
（
本

年
10
月
１
日
か
ら
12
月
末
日
ま
で
の
間
に
本
年
初
め
て
納
付
し
た
方
）
に
ご
自
宅

に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
社
会
保
険
事
務
局
備
後
府
中
事
務
所　

☎
０
８
４
７
‐
４
１
‐
７
４
２
１
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 89-3377保健課
　

高
齢
者
虐
待
は
、
介
護
の
疲
れ
や
認
知
症
に
よ
る

問
題
行
動
か
ら
く
る
ス
ト
レ
ス
が
発
端
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
介
護
者
だ
け
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。

予
防
は
こ
ん
な
方
法
で

〈
家
族
だ
け
で
が
ん
ば
ら
な
い
で
〉

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
町
の
福
祉
事
業
な
ど
を
効

果
的
に
利
用
し
て
、
家
族
の
負
担
を
減
ら
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
介
護
を
し
て
い
る
人
自
身
の
心
労
が
限

界
に
な
る
前
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
お
近

く
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
な
ど
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

〈
地
域
で
見
守
り
と
声
か
け
を
〉

　

ご
近
所
に
高
齢
者
や
介
護
を
し
て
い
る
家
族
が
い

た
ら
、
ぜ
ひ
声
か
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。
介
護
者
へ

の
さ
り
げ
な
い
ね
ぎ
ら
い
や
気
遣
い
が
高
齢
者
虐
待

の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

〈
悩
み
事
等
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
を
〉

　

町
で
は
、
医
療
・
福
祉
・
民
生
等
の
高
齢
者
に

か
か
わ
る
関
係
機
関
で
『
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
』
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
介
護
等

で
悩
み
事
・
心
配
事
が
あ
る
と
き
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
事
務
局
で
も
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
窓
口

　

保
健
課
地
域
包
括
係（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
※ 

相
談
内
容
等
の
情
報
が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆ 

み
ん
な
で
防
ご
う
高
齢
者
虐
待

 89-3336環境衛生課
　

12
月
か
ら
３
月
上
旬
は
、
水
道
管
な
ど
凍
結
に

よ
る
破
損
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

　

凍
結
事
故
を
最
小
限
に
す
る
た
め
次
の
こ
と
に

留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
通
水
に
よ
る
凍
結
防
止
法

　

冷
え
込
み
の
厳
し
い
場
合
は
台
所
や
洗
面
所
の

蛇
口
を
少
し
だ
け
開
け
て
お
く
と
凍
り
に
く
く
な

り
ま
す
。
ガ
ス
給
湯
器
の
場
合
、
操
作
方
法
が
異

な
り
ま
す
の
で
説
明
書
に
従
い
、
予
め
設
置
店
等

の
指
導
を
受
け
て
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
管
が
露
出
し
て
い
る
場
合

　

室
内
室
外
問
わ
ず
、
管
が
露
出
し
て
い
る
箇
所

は
必
ず
保
温
材
を
巻
く
か
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
な

ど
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

※
注
意
事
項

　
 　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
給
水
装
置
利
用
者
の
管
理

義
務
の
ひ
と
つ
で
す
。
万
が
一
、
凍
結
に
よ
る

水
道
管
、
給
湯
器
等
の
破
損
が
発
生
し
た
場
合

は
、
止
水
栓
を
閉
め
（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

の
ハ
ン
ド
ル
を
右
に
回
す
）、
利
用
者
か
ら
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
直
接
連
絡
し
、
早

急
に
修
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 　

凍
結
破
損
に
伴
う
修

繕
費
用
及
び
水
道
使
用

料
は
、
利
用
者
負
担
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◆ 

水
道
管
な
ど
の
凍
結
対
策
は
万
全

で
す
か
？

 89-3338建設課
　

町
で
は
、
積
雪
20
㎝
以
上
を
基
準
と
し
て
、
町

内
建
設
業
者
の
協
力
に
よ
り
基
幹
道
を
基
本
に
、

重
機
に
よ
る
除
雪
を
行
い
ま
す
。

　

除
雪
は
、
積
雪
の
量
や
行
程
時
間
帯
な
ど
に

よ
っ
て
作
業
時
間
が
大
幅
に
変
わ
り
ま
す
。ま
た
、

国
・
県
道
の
除
雪
が
優
先
さ
れ
る
た
め
、
全
て
の

除
雪
予
定
路
線
ま
で
到
達
す
る
に
は
数
日
か
か
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
内
の
基
幹
道
以
外
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

お
願
い
す
る
以
外
に
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
無

理
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ど
う
か
、
地
元
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１ 

．
道
路
の
除
雪
に
よ
っ
て
家
の
出
入
り
口
等
に

寄
せ
ら
れ
た
雪
は
、
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
す

が
、各
家
庭
で
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、

高
齢
者
世
帯
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２ 

．
基
幹
道
以
外
は
除
雪
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

３ 

．
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
支
障
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

４ 

．
降
雪
に
よ
り
樹
木
や
竹
等
が
道
路
上
の
障
害

と
な
る
場
合
は
、
円
滑
な
通
行
を
確
保
す
る
た

め
に
所
有
者
の
了
承
を
得
ず
に
伐
採
・
撤
去
等

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
交
通
の
安
全
上
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課

◆ 

冬
期
の
基
幹
道
除
雪
に
つ
い
て

　

―

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す―



広報神石高原では，みなさまからのお便りや
お知らせ・俳句など，お待ちしております。
みなさまでこのページをご活用ください。

〒720－1522　神石高原町小畠2025
神石高原町役場企画課「神石高原バスケットニュース」係
E-mail　jｋ-kikaku＠town.jinsekikogen.hiroshima.jp

あて先

神
石
高
原
掲
示
板

神石高原
バスケットニュース
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引き抜いて
みると !?
「丹精込めて作ったらす
ばらしい大根ができまし
た」と，永見静男さん（高
蓋）のお宅から変わった
形の大根が届きました。
角度を変えると，３つの
違った形に見えて，さら
におもしろいです。
 （小畠　K.Y.さん）

保
健
福
祉

　

セ
ン
タ
ー

簡単？難しい？ロボットの操作を体験
　11月11日，豊松中学校で
の公開研究会に二足歩行のロ
ボットがやってきました。体
長130㎝のヴイストン ティク
ノは歌や流れるような踊りを披
露。また，生徒たちは体長30
㎝のロボビーエックスを操作
してサッカーを行いました。ロ
ボットの動きに生徒たちの目は
輝き，夢中になっていました。
 （豊松中学校）

みんなの力で“たすき”をつないだ。
　「神石高原三和駅伝競走大会」が11月９日，三和
公民館前を発着点として行われ，18チームが23.3
キロ，８区間を競いました。今大会は福山北警察
署による白バイの先導や，アトラクションの子ども
神楽などもあり
盛り上がりまし
た。ご協力頂い
た皆さんありが
とうございまし
た。
（実行委員会　Ｙ）

ピーナッツを収穫したよ！
　くるみ保育所で
は，今年ピーナッ
ツを植え付け，収
穫しました。20
人の子どもたち
が抜き取り作業を
体験。大人の親指
くらいのものもあ
り，豊作でした。その後，干してもぎ取ったピー
ナッツは，クッキーや和え物そして，豆まきの豆
としても登場する予定です。 （くるみ保育所）

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
例
年
、
11
月
か
ら
12
月
に
流

行
が
始
ま
り
、１
月
か
ら
３
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　

年
に
よ
っ
て
流
行
の
規
模
は
異
な
り
ま
す
が
、
全
国

で
毎
年
数
百
万
か
ら
一
千
万
前
後
の
人
が
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
感
染
し
て
い
ま
す
。

突
然
の
高
熱
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
も

　

多
く
の
か
ぜ
は
鼻
水
・
く
し
ゃ
み
・
せ
き
・
微
熱
な

ど
が
中
心
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
だ
ら
だ
ら
と
続
き

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
突
然
の

高
熱
・
節
々
の
痛
み
・
全
身
の
だ
る
さ
な
ど
で
始
ま
り
、

せ
き
な
ど
は
後
か
ら
追
い
か
け
る
よ
う
に
現
れ
る
こ
と

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

ひ
ど
く
な
る
前
に
対
処
を

　

高
齢
者
で
は
、
肺
炎
を
起
こ
し
入
院
す
る
こ
と
や

重
く
な
り
死
亡
の
原
因
と
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
小
さ
な
子
ど
も
で
は
、
脱
水
、
熱
性
け
い
れ
ん

の
誘
発
、
肺
炎
、
さ
ら
に
合
併
症
の
た
め
生
命
が
危
険

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。（
全
国
で
毎
年
１
０
０
〜

５
０
０
例
）

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
？
と
思
っ
た
ら
、
我
慢
せ
ず

早
め
に
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

か
ぜ
に
ご
注
意
！

 

〜
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
〜
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SUN MON TUE WED THU FRI

* * * * 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

SAT

休館日 絵本のおはなし会

23
30
23
30

23
30
24
31

January12009

手
洗
い
、
う
が
い
、
マ
ス
ク
の
効
果

　

手
洗
い
は
、
ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
体
の
中
に
入
っ
て
く

る
機
会
を
減
少
さ
せ
ま
す
。
流
水
（
水
道
水
）
に
よ
っ

て
石
鹸
で
洗
う
こ
と
が
基
本
で
す
が
、
石
鹸
が
な
く
て

も
丁
寧
に
洗
え
ば
、か
な
り
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
清
潔
な
タ
オ
ル
な
ど
で
手
を
拭
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

う
が
い
も
喉
を
清
潔
に
し
、
粘
膜
を
な
め
ら
か
に
し

て
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
進
入
の
機
会
を
少
な
く
し
ま
す
。

　

マ
ス
ク
は
、
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
微
小
な
も
の
（
ミ
ク

ロ
ン
以
下
の
単
位
）
は
通
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
飛
沫

の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

マ
ス
ク
の
使
用
や
手
を
洗
う
こ
と
は
、
少
し
体
調
の

悪
い
人
が
他
の
人
へ
ウ
イ
ル
ス
を
う
つ
さ
な
い
た
め
に

も
有
効
で
す
。
最
近
で
は
「
エ
チ
ケ
ッ
ト
マ
ス
ク
」
と

い
う
言
葉
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

　

例
年
12
月
ご
ろ
か
ら
流
行
が
始
ま
り
ま
す
。
流
行
前

に
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

【
特
に
接
種
が
す
す
め
ら
れ
る
人
】

・ 

重
症
化
し
や
す
い
高
齢
者
や
呼
吸
器
、
心
臓
、
腎
臓

な
ど
に
病
気
が
あ
る
人

・
集
団
生
活
を
し
て
い
る
乳
幼
児
、
学
童

・
重
症
化
し
や
す
い
人
と
同
居
し
て
い
る
人

【
接
種
を
受
け
て
は
い
け
な
い
人
】

・
発
熱
し
て
い
る
人

・
重
い
急
性
疾
患
の
あ
る
人

・ 

過
去
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
重
度
の

シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
人

【
接
種
に
注
意
が
必
要
な
人
】

・
強
い
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人

新着本紹介
・黒の狩人　上・下 大沢　在昌／著　幻　冬　舎

・悩む力 姜　　尚中／著　集　英　社

・絵解き江戸しぐさ　今日から身につく粋なマナー
 和城　伊勢／著，いはら　遊／挿画　金 の 星 社

・怖い絵 中野　京子／著　朝日出版社

・告白 湊　かなえ／著　双　葉　社

・あなたへの一句 黛　まどか／著　バ ジ リ コ

・モダンタイムス 伊坂幸太郎／著　講　談　社

・ガイド落語名作100選 京須　偕充／著　弘 文 出 版

・食べられる野生植物大事典　新装版 橋本　郁三／著　柏　書　房

・よくわかる地上デジタル放送 河村　正行／著　電波新聞社

・すべては音楽から生まれる 茂木健一郎／著　PHP研究所

・絵でみる漢字のルーツ 小原　俊樹／編著　木　耳　社

・宇宙においでよ！
 野口　聡一／著，林　公代／文，植田　知成／イラスト　講　談　社

・かんたん・消しゴムはんこ。 津久井智子／著　宝　島　社

・ヤミーさんの３　STEP COOKING ヤミー／著　主婦の友社

・蜘蛛の糸 芥川　龍之介／作，遠山　繁年／絵　偕　成　社

平成20年12月28日（日）から平成21年１月５日（月）まで

休館日のお知らせ

　CD・ビデオ・DVD等はこわれやすいので開館時にカウンターへ，図書
は玄関右の返却ポストに入れるか，カウンターへお返しください。
　みなさまのご協力をよろしくお願いします。
 ※平成21年１月６日（火）から平常どおり開館します。

来月の
「絵本のおはなし会」
１月も「ゆきんこ」のみなさん
による楽しい絵本のおはなし会
があります。みなさんぜひ聴き
に来てください。

と　き
１月17日（土）ひる２時～

ところ
シルトピアカレッジ図書館
（児童コーナー）
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12月１日現在　（　）内は前月比

※ 町税等の納付は便利で確実な口座振替をご利用ください。

県立神石三和病院では，“まめく
らぶ”（神石三和病院健康学習会）
を，毎月１回開催しています。毎
月テーマを変えて，専門の医師や
スタッフにより，広く地域の皆さ
んに健康情報を提供いたします。
どうぞお気軽に参加ください。

＊病院内２階会議室で，10時か
ら，約１時間行います。
＊お問い合わせ
　県立神石三和病院☎85-2711
　（総看護師長）吉村　福代
　（栄　養　室）渡邉　鈴子

開催日
１月14日㈬　10時～

内　容
『CKD』って何？
 ―腎臓の働きを低下させないために―

担　当
外科主任部長　中迫　幸男

まめくらぶ
開催のご案内

神石三和病院
健康学習会

人口 11,471 人 （－27）
 男  5,447 人 （－13）
 女  6,024 人 （－14）
世帯 4,249 世帯 （－ 4）

●国民健康保険税・第７期分

※自治振興会や老人会等の各種団体研修会
の場で，今まで実施した「まめくらぶ」の
内容で学習会講師の派遣依頼をお受けし
ております。お気軽にご相談ください。

納期限　１月５日

人 口 と 世 帯

12 月 の 納 税

諸
田
の
ご
ん
ぼ
う
祭
り

　

諸
田
の
特
産
品
〝
ご
ん
ぼ
う
〞
を
売
る
産

地
直
売
市
。
早
朝
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
ご

ん
ぼ
う
を
買
う
た
め
に
集
ま
り
ま
す
。
売
り

切
れ
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
開
始
時
間
に
間

に
合
う
よ
う
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※ 

一
人
あ
た
り
販
売
数
に
制
限
を
設
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

（
時
）
12
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

（
場
）
サ
ン
・
ス
テ
ー
ジ
羽
高
湖

 

（
府
中
市
諸
毛
町
羽
高
）

（
問
） 

Ｊ
Ａ
福
山
市
府
中
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー・

諸
田
生
産
出
荷
組
合

　
　

☎
０
８
４
７
‐
４
０
‐
０
３
７
０

　
　
　
（
府
中
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

安
田
）

お
で
か
け
く
だ
さ
い
広
域
へ

広
島
交
響
楽
団
第
15
回

福
山
定
期
演
奏
会

　

中
・
四
国
で
唯
一
の
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
〝
広
島
交
響
楽
団
〞
に
よ
る
年
１
回
の
県

東
部
で
の
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
深

み
の
あ
る
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
な
演
奏
が
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
小
泉
和
裕
（
指
揮
）
と

２
０
０
２
年
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
最
高
位
入
賞
を
果
た
し
た
川
久
保
賜

紀
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
を
迎
え
ま
す
。

（
時
）
３
月
８
日
（
日
）

 

午
後
３
時
開
演（
午
後
２
時
30
分
開
場
）

　
　

※
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

12
月
６
日
（
土
）

（
場
）
ふ
く
や
ま
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

 

（
リ
ー
デ
ン
ロ
ー
ズ
）

（
問
）
☎
０
８
４
‐
９
２
８
‐
１
８
１
０

　

平
成
21
年
５
月
21
日
か
ら
始
ま
る
裁
判
員

制
度
。
そ
の
裁
判
員
の
役
割
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

１
．
法
廷
で
の
審
理
に
立
ち
会
う
こ
と

　

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
裁
判
官
と
一
緒

に
、
刑
事
裁
判
の
法
廷
に
立
ち
会
い
ま
す
。

法
廷
で
は
、
証
人
や
被
告
人
に
対
す
る
質
問

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
し
、
裁
判
員
か
ら
、
証

人
等
に
質
問
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
た
物
や
書
類

も
取
り
調
べ
ま
す
。

２
．
評
議
、
評
決
を
行
う
こ
と

　

証
拠
を
す
べ
て
調
べ
た
後
、
被
告
人
が
有

罪
か
無
罪
か
、
有
罪
だ
と
し
た
ら
ど
ん
な
刑

に
す
る
べ
き
か
を
、
裁
判
官
と
一
緒
に
議
論

し
（
評
議
）、
決
定
（
評
決
）
し
ま
す
。

　

議
論
を
尽
く
し
て
も
、
全
員
の
意
見
が
一

致
し
な
い
場
合
、
評
決
は
、
多
数
決
に
よ
り

裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す

行
わ
れ
ま
す
。

　

有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
に
ど
の
よ

う
な
刑
に
す
る
か
に
つ
い
て
の
裁
判
員
の
意

見
は
、
裁
判
官
と
同
じ
重
み
を
持
ち
ま
す
。

３
．
判
決
の
宣
告
に
立
ち
会
う
こ
と

　

判
決
の
内
容
が
決
ま
る
と
、
法
廷
で
判
決

の
宣
告
が
さ
れ
ま
す
。
裁
判
員
は
、
判
決
の

宣
告
に
立
ち
会
い
、
裁
判
員
と
し
て
の
仕
事

を
終
え
ま
す
。

　

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
裁
判

員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.saibanin.courts.go.jp

）

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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り
、み
ん
な
で
明
る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　

火
に
か
け
た
油
鍋
、
ス
ト
ー
ブ
近
く
の
可

燃
物
、
タ
バ
コ
の
火
、
ろ
う
そ
く
、
家
の
周

囲
の
可
燃
物
、
焚
火
の
管
理
に
は
、
細
心
の

注
意
を
！

● 

緊
急
保
証
の
対
象
業
種
を
６
９
８
業
種
に

拡
大
し
ま
し
た
。

　

 　

対
象
業
種
の
方
は
、
一
般
保
証
８
千
万

円
に
加
え
て
、
別
枠
で
８
千
万
円
（
担
保

が
あ
る
方
は
、
一
般
保
証
２
億
円
に
加
え

て
、
別
枠
で
２
億
円
）
ま
で
の
保
証
を
利

用
で
き
ま
す
。

※ 

対
象
業
種
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 （http://w
w
w
.chusho.m

eti.go.jp

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

● 

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
は
、
業
種
を
問

わ
ず
利
用
可
能
で
す
。

　

 　

全
業
種
の
方
が
、
４
億
８
千
万
円
（
中

小
企
業
の
方
）、
４
・
８
千
万
円
（
小
規
模

企
業
の
方
）
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

中
国
経
済
産
業
局　

産
業
部
中
小
企
業
課

　

☎
０
８
４
‐
２
２
４
‐
５
６
６
１

交 番 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

～減らそう犯罪 あなたが主役～ 広島県警察ホームページ　http://www.police.pref.hiroshima.lg.jp/

町内の
交通事故

10月分

交通事故0の町を目指そう！
運転免許更新日の案内

神石高原町内事件・事故発生状況

 

名　

前 
（
自
治
振
興
会
） 　
　

年
齢

お
悔
や
み
（
11
月
届
出
分
）

川か
わ　

上か
み　

昇の
り　

夫お　
（
有　
　

木
） 

56
歳

廣ひ
ろ　

瀬せ　

イ
サ
ヨ　
（
高　
　

蓋
） 
92
歳

藤ふ
じ　

植う
え　

ト
キ
ワ　
（
有　
　

木
） 
94
歳

山や
ま　

口ぐ
ち　

武た
け　

三ぞ
う　
（
田　
　

頭
） 

66
歳

土ど　

井い　

由よ
し　

夫お　
（
井
関
大
矢
） 

75
歳

門か
ど　

井い　
　
　

茂し
げ
る　
（
坂
瀬
川
） 

96
歳

横よ
こ　

山や
ま　

　
　

勝ま
さ
る　
（
安　
　

田
） 

84
歳

日ひ　

谷だ
に　

孝た
か　

之ゆ
き　
（
上
豊
松
） 

76
歳

横よ
こ　

尾お　
　
　

勇い
さ
む　

（
草　
　

木
） 

64
歳

三み　

輪わ　

敏と
し　

子こ　
（
い
ち
ば
） 

88
歳

小お

田だ

賀か　

八や

千ち

代よ　
（
田　
　

頭
） 

92
歳

東あ
ず
ま　

　
　

千ち

惠え

子こ　
（
有　
　

木
） 

88
歳

　12月の免許更新日は５日（金），19日（金）です。

　屋外に燃えやすい物を放置しないようにしましょう。
　また，不審な人物や車を発見した際は通報をお願いします。物損事故 19 件

人傷事故 3 件

一般・違反・初回講習の方は19日に受付された場合，講習は後日となります。ご注意ください。

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

中
小
・
小
規
模
企
業
を
全
力

を
あ
げ
て
応
援
し
ま
す
！

 

中
小
企
業
庁

　

あ
わ
た
だ
し
い
年
の
瀬
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
防
火
意
識
を
高
め
、

火
災
の
発
生
防
止
や
死
傷
事
故
の
撲
滅
を
図

○実施期間
　平成20年12月１日（月）から
　平成21年１月３日（土）まで

○実施強化ポイント
　・ 街頭犯罪，侵入盗，窃盗，振り込め詐欺など
生活に身近な犯罪の防止活動

　・ 金融機関，深夜スーパーマーケット等の警戒
活動

　・子どもを非行や犯罪被害から守る対策

　・組織犯罪，風俗総合対策
　・交通事故防止活動
　・雑踏事故防止活動
　・テロ等に対する警戒活動
　年末年始は，金融機関や深夜
スーパーマーケット等を対象とし
た強盗事件を始め，ひったくりや
振り込め詐欺，子どもを狙った犯罪などの発生や，この
時期特有の気ぜわしさによる交通事故の多発，更には初
詣等における雑踏事故の発生事故が懸念されます。

年末年始における犯罪及び事故等の防止
～だれもが“安全・安心”を実感できる広島県の実現～

年
末
特
別
火
災
予
防
運
動

 
―

実
施
期
間
：
12
月
20
日
〜
31
日―

犯罪や事故に遭わないよう，いつも以上に気をつけましょう。

　油木において，住宅の通気孔プラスチック枠が燃え
る原因不明の火災が発生しています。



一番星
み～つけた
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神石高原町の

有 木 自 治 振 興 会 の
赤木 敬史さん

☆親の願い　いつも明るく元気
な智華ちゃん。そのえがおを忘
れないで，優しい子になってね。

井
いの

上
うえ

　智
とも

華
か

ちゃん
（高　光）

☆親の願い 時間を大切に
する人になってほしい。

馬
うま

屋
や

原
はら

悠
ゆう

然
ぜん

ちゃん
（時　安）

☆親の願い　明るく元気
に，のびのびと大きくなっ
てね！

村
むら

上
かみ

　侑
ゆ

羽
う

ちゃん
（福　永）

人が人を裁くということ  ―裁判員制度に向けて―

この広報紙は環境にやさしい再生紙と、大豆油インキを使用しています。
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「
農
業
で
生
き
る
こ
と
が
天
職
」
と
、
赤
木
さ
ん
。
中
学
生
の
頃

か
ら
そ
う
感
じ
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ご
自
宅
の
裏
に
あ
る
牛
舎

で
12
〜
13
頭
の
牛
を
飼
育
、
朝
は
ま
だ
暗
い
う
ち
か
ら
、
夕
方
は
日

が
陰
る
ま
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。「
今
ま
で
、
辛
い
と
思
っ
た

こ
と
は
な
い
。
こ
れ
が
普
通
で
、
自
分
の
思
う
よ
う
に
働
く
こ
と
が

楽
し
み
で
あ
り
、
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
」
と
、
日
々
の
生
活
を
大
切
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
仕
事
の
合
間
に
、
油
絵
や
墨
彩
画
な
ど
の
絵
を
描
か
れ
て
い

ま
す
。
広
島
県
美
術
展
の
郡
内
入
選
者
で
構
成
さ
れ
る
神
石
郡
美
術

協
会
に
も
所
属
さ
れ
、
先
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
神
石
郡
美
術
展
へ

は
「
滝
」「
再
生
Ⅱ
」
を
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
美
術
展
へ
出
展
さ
れ

る
よ
う
な
１
ｍ
を
こ
え
る
作
品
か
ら
30
㎝
ほ
ど
の
作
品
ま
で
、
人
や

牛
と
い
っ
た
日
常
的
な
も
の
を
題
材
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
絵
だ
け
を
描
い
て
い
れ
ば
す
ぐ
に
完
成
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

仕
事
の
合
間
に
描
い
て
い
る
の
で
、少
し
ず
つ
し
か
進
ま
な
い
」
と
、

完
成
ま
で
に
は
長
い
時
間
が
か
か
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
油
木
・
豊
松
中
学
校
の
生
徒
が
卒
業
記
念
で
陶
板
を
作
成

す
る
想
い
出
の
作
品
展
示
場
設
置
事
業
に
も
当
初
か
ら
関
わ
り
、
今

年
は
実
行
委
員
長
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

美
術
を
通
し
、
地
域
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
赤
木
さ
ん
で
す
が
、「
本

職
は
牛
を
飼
う
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
働
い
て
、
く
ら
し
て
い

く
こ
と
を
楽
し
み
た
い
」
と
、
穏
や
か
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

　来年５月21日から始まる裁判員制度への理解を深め
ていただこうと，11月５日に油木高校体育館で開催さ
れた「人権シンポジウム」で模擬裁判が行われました。
　町内から６名の方が裁判員役として広島地裁福山支部
の裁判官とともに参加し，デパートでゲームソフトを万
引きした事件を想定して有罪か無罪かなどについて議論
しました。来場した方は「大変そうだが裁判員をやって
みたい」などと話し，裁判員制度への興味を示していま
した。


